
人と農、福祉をつなぐ
Green Good Link
の取組

空庭みよこ

（中川美陽子）



Green Good Link！

＝ぐりぐり
人・緑・農・食がつながる

マーケット

毎月第２土曜日開催

＠難波神社

（心斎橋そば）

難波神社以外でも開催。

大阪ぐりぐりマルシェ

〇約３０ブース ８年間開催

緑（畑や山などの農的資源）も、そこにあるだけで
は生かされない。
使う人、利用する人がいてはじめて生かされる。

農とまち（都市）がつながって生かしていくことが
大事。
まち側には農や食に関心のある人がたくさんいるか
らつながれるはず。

ぐりぐりマルシェが大事にしていること

＊ゆるい
＊楽しい
＊自由
＊多様性
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＊どんな出店者さん？

おもに有機農業を新規就農で行っている農家さん。
新規で農業をはじめる、また農薬や化学肥料をつかわずに農業をしているので、土作り

からこだわり、手間暇もかかっている。
少量多品目の農家が多く、効率化した農業ではないので、野菜の価格もあまり安くはで

きない。
なるべく食べる人と直接つながり、自分の言葉で伝え、ファンをつくっていく。



ほかお菓子やジャムなどの都市に住んでいる加工者さんや料理人さんなど







「オーガニックナーレ」
「グルテンフリーマーケット」
「veganグルメマーケット」
など、テーマをしぼって、マル
シェを企画する。
その内容にあう出店者にでても
らい、話題性を高める。

＠梅田イーマ



福祉事業所さんなどの出店
農福連携
のつながり

ひとつひとつのつながり
を大事にする。
出会いを大切に。それぞれの出店者さん
事情ややりたいこと、販路拡大も
できればお手伝いする・したい。



農林漁業者さんが自分の商品の価値を
あげるため、加工したり、これまでと
は違う新しい流通をつくっていくこと。

自分で加工も販売もトライしてもよい
が、加工事業者さんや販売者さんとコ
ラボして、新しい商品を流通をつくっ
ていくも「６次産業化」といいます。

一次産業（農林産物・農地等）
×

2次産業（製造加工）
×

３次産業（販売・サービス）
をかけあわせる 私は公的な「６次産業化プランナー」という仕事をし

ていますが、マルシェ内でやっていることと同じで、
いろいろな人をつないでいます。



農家さんー加工/料理する人ー（運ぶ人）ー販売店ーお客さん
そのつなぎめをコーディネートする

頭のなかであの人とあの人をつないだらおもしろいな、うまくいきそうなど常に
ぐるぐる 要はおせっかいが大好き。
欲はなく、人が喜ぶ、自然や農産物が生かされることをする。

例えば・・
ぶどうを育てているので、ジュースをつくりたいのだけど・・
→農家さんの委託加工の実績があって、話のしやすい和歌山の福祉施設さんを紹
介する



規格外の大きな野菜がいっぱい採れてしまった
→おいしい真空パック料理をつくっている料理人さんとつなぐ。

農家さんより、お米を米粉にしたいがどこの製粉所がいいかわからない。
またレシピがうまくつくれずこまっている
→良質な米粉をつくってくれる製粉所を紹介し、またレシピも伝える。
→次のマルシェで、新商品となって米粉パンが登場する。





マルシェは手段であり、目的ではない。

マルシェはつながりをつくる場所。

作り手の顔が見える、こだわりのある商
品っていいなと感じてもらう場所。

農や食に関心をもってもらうこと。
オーガニックな食と農の発信とつながり。

お客さんも出店者さんも垣根をこえてつ
ながること。



ぐりぐりのつながりから、日常に（マル
シェのない日）落とし込む。

加工者さんや、小売店、飲食店などがその
商品を採用して広まっていく。

どの人も役割がある。
得意なことで人によろこんでもらう。
やりたいことが発揮される。

農と都市がつながって、
どちらもがイキイキすること。
大きな循環をつくりだす。

作る人と食べる人の距離が近い、農の新し
い取組と流通をつくる。



最後に・・関わっているマルシェをご紹介

鶴見緑地せせらぎマルシェ 日曜市＠鶴見緑地
3月14日（日）より、毎週日曜開催９時〜16時

SAKAI ENTRANCE MARKET
＠堺市役所前広場 （堺東駅すぐ）

3月28日（日）10時〜15時

久宝寺こうえんマルシェ
＠久宝寺緑地 風の広場そば

毎月第4日曜
3月28日（日）10時〜16時

梅田大丸地下一階入口
たんとマルシェ（催事）

次回3月31日（水）
〜4月6日

（火）
10時〜20時
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